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今
年
度
の
活
動

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
揺

れ
な
が
ら
も
、
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会

議
の
令
和
２
年
度
１
年
間
の
諸
活
動
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

新
入
学
児
童
下
校
時
安
全
指
導

日
時
４
月
８
日
㈬
、
９
日
㈭

場
所
小
学
校
通
学
路　

　
安
全
・
安
心
推
進
協
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
、
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
通
学
路
８
カ
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
１
年
生
の
初
々
し
い
あ
い
さ
つ
が
、

安
全
を
見
守
っ
て
い
た
皆
さ
ん
の
心
に
響

き
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
の
つ
ど
い
中
止

　
６
月
14
日
㈰
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

本
つ
ど
い
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
中

止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
た
と
え
多
く
の
皆
さ
ん
の
前

で
の
発
表
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
「
夢
、

希
望
、
願
い
」
を
テ
ー
マ
に
作
文
を
募
集

し
、
作
文
集
を
作
成
し
ま
し
た
。
応
募
者

は
小
学
生
97
人
、
中
学
生
158
人
の
合
わ
せ

て
255
人
で
し
た
。
ど
の
作
文
に
も
、
一
人

一
人
の
夢
や
思
い
が
自
分
の
言
葉
で
表
現

さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
内
容
の
も
の
ば
か
り

で
し
た
。

※
作
文
集
は
教
育
委
員
会(

改
善
セ
ン

タ
ー
内)

、
図
書
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
優
秀
賞
】
小
学
生
の
部

・
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
保
健
師
に
な
り

た
い

�

５
年　

原　
萌
衣

・
住
み
や
す
い
新
十
津
川
に

　
　
　
　
　
　
５
年　
千
葉　
惟
榎

・
大
き
な
声
を
出
し
た
い

　
　
　
　
　
　
６
年　
髙
橋　
一
絆

・
私
達
が
守
れ
る
命

　
　
　
　
　
　
６
年　
片
山　
裕
美

【
優
秀
賞
】
中
学
生
の
部

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
偏
見
差
別

１
年　
山
森　
さ
ほ

・
取
り
戻
す
べ
き
も
の

　
　
　
　
　

  

２
年　
前
田　
優
月

・
受
け
入
れ
が
あ
た
り
ま
え
と
な
る
社
会

３
年  

長
瀬　
美
優

・
口
で
伝
わ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
３
年　
村
本　
美
咲

野
外
慈
善
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
巡
視
中
止

　
７
月
25
日
㈯
に
予
定
し
て
い
た
巡
視
活

動
は
、
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
の
中
止
に
伴
い
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

日
時
９
月
23
日
㈬
、
24
日
㈭

場
所
小
学
校
通
学
路

　
多
く
の
関
係
団
体
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
通
学
路
要
所
の
８
カ
所

で
実
施
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
延
べ
109
人

に
参
加
い
た
だ
き
、
安
全
指
導
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
声
掛
け
や
あ
い
さ
つ
な
ど
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
図
り

ま
し
た
。

町
民
会
議
理
事
研
修
会

日
時
11
月
11
日
㈬

　
最
初
に
、
新
十
津
川
小
学
校
岩
城
之
泰

校
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
の

今
」
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
滝
川
警
察
署
生
活
安
全
課
の

笹
森
慎
太
郎
係
長
か
ら
「
少
年
非
行
の
現

状
と
犯
罪
被
害
の
防
止
」
に
つ
い
て
の
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
民
会
議
で
は
、
今
後
も
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

青少年健全育成町民会議

下校時安全指導

理事研修会

地域安全パトロール

上下水道料金の軽減制度

上下水道料金には、皆さんの生活負担を軽減できる制度があります。
次の条件に該当する方は、申請し承認された場合、基本料金が軽減されます。

水 道 料 金
　基本料月額2,475円（消費税込み）のうち、638円が軽減されます。
　 条件 　○生活保護世帯
　 　　　○70歳以上の単身世帯で、当該年度の町民税が非課税世帯の方
　　 　　○母子または父子家庭（次の全てに該当する方）
　　　 　　・児童扶養手当の受給者
　　　 　　・満20歳未満の子ども１人以上を扶養
　　　 　　・母または父の年齢が65歳未満
　　　 　　・当該年度の町民税が非課税世帯または均等割のみの課税世帯
�

下水道料金
　基本料月額1,540円（消費税込み）のうち、550円が軽減されます。
　 条件 　○生活保護世帯
　　 　　○65歳以上の老人世帯で、当該年度の町民税が非課税世帯の方
　　 　　○母子または父子家庭（次の全てに該当する方）
　　 　　　・児童扶養手当の受給者
　　 　　　・満20歳未満の子ども１人以上を扶養
　　 　　　・母または父の年齢が65歳未満
　　 　　　・当該年度の町民税が非課税世帯または均等割のみの課税世帯

地下水を利用している皆さんへ
　地下水などを利用している世帯で、下水道へ汚水などを排出する場合には、届け出が必要です。この届け出
により、使用水量を認定しています。また、この届け出を既に行っている世帯で、世帯員の構成に変更がある
場合（転入、転出、出生、死亡など）には、認定水量が変更になりますので、忘れずに届け出をしましょう。
　世帯員が増えた場合も、必ず届け出をし、公平な負担にご協力をお願いします。
　地下水などを利用して下水道に汚水などを排出した場合は、次の表のとおり使用水量を認定しています。

用途別 飲料、炊事、洗濯、手洗いなど 浴槽、シャワー施設 水洗便所

一般用
１戸３人まで６立方㍍

１人につき１立方㍍ １人につき１立方㍍
１人増すごとに２立方㍍を加算

　※�水道水と地下水などを併用している場合は、水道メーターによる水量にこの表により認定した地下水の
水量を加算します。

 口座振替を利用しませんか？
　口座振替納付は、一度手続きをすれば、指定した金融機関の口座から毎月27日（土日祝日の場合は休
み明け）に自動的に振替納付される便利な制度です。詳しくは、建設課都市管理グループにお問い合わ
せください。

問合せ 西空知広域水道企業団　☎76-2486

問合せ 建設課都市管理グループ　☎76-2139
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